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とは若干言葉のニュアンスが違っているので、本論においては原著 Leo Buscaglia, The Fall of Freddie







































































の人間学』（お茶の水女子大 21世紀 COE プログラム 誕生から死までの人間発達科学）、金子書房、
2007年、43−70頁を参照。
（３５）同書、69頁。
（３６）同書、70頁。
（３７）この場合、葬儀の時間にその場にいるというだけではなく、死者の葬りに関する一連の儀礼的プロ
セス全体を指す。
（３８）内田の研究においても、子どもが死を正しく理解するためには、つまり単に目の前からいなくなる
現象のみを意識化することを越えて死の不可逆性と喪失を理解するためには、死に遭遇した実体験
と、死者儀礼を通して死者と対話することにより喪失の意味を悟ることが必要であると述べている。
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ていると思われる。むしろ、葬儀に参加することが出来なかった子どもは疎外感を感
じるという指摘をしている（39）。また、子どもは自分たちには何か大切なものが隠さ
れているということを敏感に察知するものである。その内に忘れてしまうことも考え
られるが、隠されている事柄に対する不安や恐怖が募り、むしろ恐怖心が長期化し、
そこから抜け出すことが難しくなることもある（40）。
葬儀という機会をグリーフワークの観点から見るならば、ダギー・センターからの
子どものグリーフケアに対する提案の中で次の 5つのポイント（41）が、キリスト教教
育・保育にとって重要であろうと思われる。
1．亡くなった人について話す機会を積極的につくる。
2．子どもが安心して悲しめる環境を整える。
3．どのような気持ちにもなり得るし、なってもいいと知っておく。
4．悲しみ方は人それぞれ違うことを理解し尊重する。
5．子どものために健全な悲しみ方のよいお手本になる。
教会の葬儀においても以上の 5つのポイントが顧みられる必要がある。
家族共同体や地域共同体との密接な関係を持たない家族が増えている中で、葬儀は
悲しみを経験した人間が集まる場であり、その人間同士の絆が育まれる場でもある。
そして、そこ葬儀における宗教の役割の大きさは否めない。その宗教に基づいた、死
者という存在の認識は子どもにとっても死を受け止め、死者との新しい関係を築いて
いく場であり、子どものグリーフワークに寄り添うことが出来る場であると言える。
しかし、本論文においても取り上げていることであるが、その場で語られる言葉が子
どもにどのような死の概念を与えるのかということを考えなければならない。
（2）葬儀の中で何を祈るのか。
日本基督教団の葬儀式文には、子どもを意識した祈りの言葉が書かれているわけで
はないが、その葬儀式文の中に「三 幼児のため」（42）と題された子どもの死に対する
祈りの言葉が記載されている。その中には、神によって亡くなった子どもが愛されて
おり、その変わらない愛をもってその子どもを導いているという信仰が告白されてい
る。その祈りの中に「みもとに召されたおさなごが、この世の罪と汚れから離れて、
──────────────
（３９）グロルマン、前掲書、106−109頁。
（４０）マルゲリータ・ルドルフ著・久富節子訳『子どもとサナトロジー ［死］ということをどう教えたら
よいか』、ナツメ社、1980年、10−13頁を参照。
（４１）ダギーセンター編・栄田千春他訳『大切な人を亡くした子どもたちを支える 35の方法』（梨の木舎、
2005年）は、・・・・・・・・・35のポイントを紹介していくれている。その中より、教会や幼稚
園・保育園が子どものグリーフワークに関わる場面において重要になると思われる 5つのポイント
を選んだ。
（４２）日本基督教団信仰職制委員会編『日本基督教団 式文』、日本基督教団出版局、1959年、301−302頁
を参照。
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清い光の内に住み、天の使と聖徒との群れに加えられて、聖なる御名をほめたたえて
いる」（43）という言葉がある。もちろんこれは大人を意識して作られた祈りの言葉であ
り、参列している亡くなった子どもの兄弟姉妹や友人を念頭に置いていないかもしれ
ない。ここでは、死後の平安が信仰告白的に述べられている。天国における平安は遺
族や親しいものにとっては慰めではあるが、一方で死後の世界が非常に美化され、
「悲しみ」をこの中に見いだすことができない。また、一つの教義的な正解が語られ
ることは、多様な悲しみのあり方を排除することにはならないであろうか。
次の祈りは、特に葬儀の祈りではないが、友人の死についての子どもが共に祈れる
短い祈りとして提案されたものである。
「神さま、わたし（僕）の愛する○○さんが死にました。とても寂しくて悲し
いです。なぜ、いのちに終わりがあるのですか。
イエス様は言われました。「わたしは復活でありいのちである。わたしを信じ
るものは、死んでも生きる」と。神さま、○○さんの姿は見えませんが、天国で
生きていることを信じます。
どうか、ずっとわたし（僕）の心の中に、生きてくれるようにしてくださ
い。」（「こどもたちと祈る人生の節目」）（44）
この祈りの中では、子どもたちの悲しみと天国で「生きている」ことの確信、そし
てその友人のことを忘れない思いが語られている。復活を「天国での生」として解釈
されていることが分かる。上述の葬儀式文の祈りでも強調されていることであるが、
死後の天国における平安な生、そしてその天国での再会ということが、日本の教会の
葬儀式文の一つの特徴であると言える。この天国での生や再会は、キリスト教教育・
保育の現場にもおそらく大きな影響を与えているであろう。天国における死者の安ら
かな生のイメージは、悲しむ者に慰めを与え、新しい死者との関係の構築に役立つも
のである。しかしながら、死の教育の視点に立つならば、このような天国理解は死の
現実を緩和し、逆にいのちの尊さやかけがえのなさを弱めてしまうのではないかとい
う懸念も残る。キリスト教神学的には、復活信仰が死後の世界の生に矮小化されてし
まう問題も残る。
ま と め
子どもに死を語るということにおいて、一つの正解があるわけではない。大人や教
──────────────
（４３）同書、302頁。
（４４）佐伯幸雄「こどもたちと祈る人生の節目」『季刊教師の友』2003年 10−12月号、日本キリスト教団出
版局、2003年、4−7頁。
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育者が死について何気なく語った言葉や態度から子どもたちがどのような影響を受け
ているかを測り知ることは出来ない。また、子ども時代に受けた死の経験は一時的に
凍結していても、成長し大人になった段階で解凍され、どのような形で再生されてく
るかも予測できない。何気なく大人が語る、「（亡くなったあなたの）お父さんは長い
旅に出た。ずっと眠っている」という言葉に対しても、「いつ帰ってくるの？ いつ
起きるの？」という子どもの反応が考えられる。「お星様、天使、風になった」とい
う言葉も、「悲しまなくてもいいの？」という疑問を生み出す。「神さまがお母さんを
連れて行ったのは、お母さんがいい人だったから」という理解は、「わたしも神様に
連れて行かれるの？悪い人はどうなるの？」という恐怖を生み出す。
問題は、どのような言葉を語るべきかということではない。そしてどのように正し
く用意された言葉も完璧なものではない。むしろ、大人や教育者は自分の言葉が子ど
もにある影響を与えていることを意識しつつ、子どもたちの嘆きや痛みを共感するこ
とが必要である。どのような言葉で語ったとしても、また全く何も語らなかったとし
ても、死に向かい合った子どもは傷ついている。その現実から目をそらすことなく、
子どもたちの疑問や不安、悲しみの言葉に耳を傾け、対話を続けていく用意があると
いうことが肝心である。
子どもに死を語るということは、子どもと死について対話するということへと導か
れなければならない。祈りの言葉も疑問をはさみ得ない正しい言葉ではなく、むしろ
共感と対話を生み出すものがふさわしいのではないだろうか。そのためには、児童精
神科医のロバート・コールズが主張するように子どもは非常に宗教的であり、様々な
宗教的言葉や概念を理解し、それを自分のものとしていることを理解しなければなら
ない（45）。コールズは、既成宗教やその組織化・制度化されたものは願望遂行幻想で
あり、個人の自己欺瞞の必要性に応える社会的な偽りであるという批判に対して、子
どものスピリチュアルな言葉の聞き取りを通して、むしろ宗教本来が持っているもの
の意味を再評価している。宗教的な表象は子どもとの死に関する対話の助けとなるこ
とが考えられる。
特に、宗教的表象と結びつきやすい小動物などの葬儀を子どもたちと構築するプロ
セスにおいて、子どものうちから引き出されて来た言葉をキリスト教的に解釈するこ
とから始める必要がある。大人が考えた祈りの言葉や葬儀式文の言葉ではなく、子ど
もの言葉と聖書の言葉の出会いの中で祈りの言葉が生み出されてくる必要がある。さ
らに、これは単に言葉に限定されるわけではない。音楽や絵画という表現を通じて、
子どもたちが感じている死の意味や感情を表出できることも一つの助けとなる（46）。
──────────────
（４５）ロバート・コールズ著・桜内篤子訳『子どもの神秘生活』、工作舎、1997年を参照。
（４６）マルゲリータ・ルドルフ、前掲書、138−143頁を参照。
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ゆっくりとしたプロセスを経て、子ども自身がグリーフワークを行っていく中で、死
を理解し、癒されていくことも意識しなければならない。さらにその基盤として、キ
リスト教教育・保育の現場での死を語り合える関係性の構築がなされていなければな
らないであろう。
現代社会は死が日常から隠蔽されている。その中で育ってきた教育者が、いきなり
子どもを通して死と直面し、とまどいを覚えることもある。そのため、キリスト教教
育・保育の現場において用いることの出来る小動物の葬儀の式文や子どもと共に死を
語る手助けとなるものが必要である。大人自身が明確な死生観を持ち得ない状況の中
で、子どもにどのように死を語るかということは、キリスト教教育・保育者の養成に
おいて、意識的に取り組まなければならない課題である。
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